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ScienceDirect から化合物・反応データベース Reaxys へのリンク 
 
ScienceDirect の化学分野のジャーナルに、構造式ファイルの MOL ファイルや、国際標準コードの InChIKey 情報が搭載されはじめまし

た。この搭載により、論文や主要化合物の発見のしやすさが向上するだけではなく、論文中の化合物の一覧表示や、化合物・反応データベ

ース Reaxys や Google など他のデータベースでの再検索も可能となって、論文情報の付加価値がますます高まりました。 

対応するジャーナルは、最初は Tetrahedron と Bioorganic & Medicinal Chemistry の 2 誌ですが、今後他の化学ジャーナルにも拡張し

ていく予定です。なお、この機能は、論文の著者が、必要な MOL ファイルを補助データとして提出した場合に有効になります。 
 

  

 

 
 

該当する論文では、論文ページの Graphical 
abstract と InChI キーの間に「Author’s Key 
Structures in this Article」というボックス

が表示され、著者が指定した化合物の構造式が

表示されます。 
 

Search Reaxys 

このリンクをクリックすると、下の中間画

面が表示されます。検索条件を指定し、

[OK] ボタンをクリックすると、Reaxys の

検索が実行されます。この機能を利用する

ためには、Reaxys のご契約が必要です。 

 
 

 

 

InChIKey Search 

このリンクをクリックすると、下の中間

画面が表示されます。InChIKey をキー

として、Reaxys および Google を検索

することができます。完全一致検索、お

よび立体異性体と標識化合物を含む検索

が 可 能 で す 。 Reaxys の 検 索 に は 、

Reaxys のご契約が必要です。 
 
注：InChl は、立体構造を含めた化合物

の構造を一意的に記述することを目的に

国際純正・応用化学連合（IUPAC） 
と米国国立標準技術研究所（NIST）が 
策定した標準です。 

 
  をクリックすると、構造式を拡大表示

することができます。 

  をクリックすると、構造式を各種フォ

ーマットで保存することができます。 

 

 


